
所有権留保（２０２４年９月１６日掲載）

購入前に支払い計画を

【質問】

　新車を「所有権留保」という方式で、代金を分割して買うことにしたのですが、

どういう意味で、車検証の記載はどうなっているのですか。

【回答】　

　「所有権留保」とは、動産を購入する際に代金の全額が支払われるまでの間、そ

の担保のために売主などが「所有権」を留保しておく契約形態で、車を分割払いで

購入する際にもよく用いられます。

　車を所有権留保で購入された方は、引渡しを受けた後から車を使用することはで

きますが、代金やローンを完済するまでは、所有者である自動車販売会社やローン

会社などの同意なく処分することはできません。

　また、車検証（普通自動車であれば自動車検査証、軽自動車であれば軽自動車届

出済証、電子車検証の場合は自動車検査証記載事項）の記載も、「所有者」欄には

所有者であるディーラーやローン会社が記載され、「使用者」欄には購入された方

の名前が記載されることになります。代金や自動車ローンを完済後、「所有者」欄

の記載を、ご自身に変更することができるようになります。

　完済する前に代金やローンの支払いが滞れば、留保された所有権に基づき車が引

き上げられ、売却されて支払いに充てられてしまいますし、それでも完済できない

場合、残りの支払いを求められることになってしまいますので、購入前に支払い計

画を立てておく必要があります。

　また、最近しばしば耳にする「残価設定型」のローンも「所有権留保」を用いた

ローンの一種で、「残価」部分も含めた車の代金の全額を支払わない限り、所有権

を取得できません。

　このように「所有権留保」方式で、購入した車を担保にしてローンを組むことで、

車を分割払いかつ無担保のローンを組む場合に比べ、低い利率や手数料で購入でき

ることが多いですが、その仕組みを理解しておくことが重要です。

　（弁護士　池本泰智）


